
令和 2 年 度 に 終 了 し た 研 究 開 発 

【外部資金による研究開発】 
 

 
 

るもので、要求性能に応じた木材を提供するため、国産大径材丸太の強度から建築部材の強度を予測する技術を開発するこ

とを目的としており、中課題１）原木の非破壊評価・選別技術の開発、２）構造用製材の品質・強度特性予測技術の開発、

３）大径材の効率的製材・乾燥技術の開発に区分して検討している。このうち、中課題２）は小課題 2-1)丸太品質と構造用

製材の品質および強度特性の関係解明、及び 2-2) 構造用製材の品質および強度特性予測技術の開発に分けて検討しており、

このうち当研究所は 2-1)を地方独立行政法人北海道立総合研究機構森林研究本部林産試験場、宮崎県木材利用技術センター

と共同して分担している。 
本年度は、枠組壁工法構造用製材および軸組構法用構造用の平角材について、水分平衡状態における長期継続荷重に対す

る強度特性および曲げクリープ特性を明らかにすることを目的として実験を行い、機械等級区分によるスギ・カラマツの 206
材の応力レベル 70％、及びスギ平角材の応力レベル 70％における荷重継続時間の調整係数を得た。さらに、目視等級区分／

機械等級区分によるスギ・カラマツの 206 材、及びスギ平角材の恒温恒湿下のクリープ試験から得られたクリープ係数は、

水分非平衡状態下のクリープ試験から得られる係数より全て小さな値となり、水分非平衡下のクリープ係数は 2.0 を超える

ものがあるのに対し、恒温恒湿下では 2.0 を超えないことを明らかにした。 
 

３）寄付関係  

 

３）－１ コンクリート構造物の生産・維持管理の効率化に関する研究 

研究開発期間（平成 30～令和 2 年度） 
［担当者］鹿毛忠継  
本研究では、鉄筋コンクリート構造物の生産から維持管理に至る広範囲な領域に対し、建築材料関係の既往の研究におけ

る知見を応用して省力化および効率化を進めるための基礎研究を行うことを目的としている。 
本年度は、スマートフォンに実装され始めた光学センサの 1 種の LIDAR スキャナによる形状計測技術を、建築物の維持

管理業務に適用することの有効性の検証実験を行った。実験では、実際の RC 構造物の劣化事象の形状計測を行い、計測デ

ータに基づく寸法計測等を実施し、使用性まで含めた評価を行った。その結果、現状でスマートフォンによる形状計測の分

解能は、ひび割れや浮きなどのミリ～マイクロメートル単位の変状を計測するまでには至らないものの、計測の容易さ、表

面レンダリングによる計測対象の再現性の高さ、AR 機能の活用による遠隔調査に対する適用可能性など、建物調査の効率

化に対する有効性は極めて高く、その活用方法の開発と各種のインスペクションに対する適用条件の整備が進むことで、維

持管理分野における現地調査を大幅に効率化できる可能性が示された。 
 
４）交流研究員 
 
４）−１ 中層木造建築物の合理的な構造設計法に関する研究【持続可能】 

     ・中高層木造建築物等の構造設計技術の開発  

［交流研究員］ 鈴木涼太（一般社団法人日本ツーバイフォー建築協会） 
［指導担当者］ 中島昌一 
枠組壁工法において中高層化を実現させるためには、１階の高強度耐力壁端部たて枠の頂部、脚部に生じる圧縮力による、

上下枠材のめり込み変形・破壊に対する対策が必要である。本研究開発では、昨年度に提案しためり込み補強金物を用いた

要素実験を行いその効果を確認した。さらに、めり込み補強金物を使った実大耐力壁について、鉛直荷重を付与した対緑碧

試験を行い、壁としての性能確認、耐力壁に対してめり込み補強金物が与える影響を確認した。 
 
４）−２ 既存鉄筋コンクリート造建築物の地震後継続使用のための耐震性評価手法の開発 

【安全・安心】 
・杭基礎の耐震性能の評価・向上に関する技術 




